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We have developed a hybrid natural power supply system (wind generator and solar panel) for the 
antarctic unmanned observation station. EMI level of the wind generator was measured in a shield 
room in Japan and it can be smaller than the natural ELF/VLF emissions if the generator is 
separated from the antenna by 200m. This system was tested in West Ongul Island 5 km away 
from Syowa Station in 2008. Performance of the system was continuously monitored at Syowa 
Station and in Japan in real-time basis via wireless LAN connecting the test site and Syowa Station. 
It was confirmed that this system survived in blizzards and can supply 10 watts continuously even 

















なっても回転数があまり上昇しない垂直軸型サボニウス風車（英国 Forgen 社、Forgen1000、定格 20W）を採用した
が、現地設置後、2 ヶ月で破損した。そこで、強風になると自動的にプロペラ面が風と平行になり、回転しなくな
る保護機能を備えたプロペラ型風車（英国 Rutland 社、FM910、定格 70W）を採用した。この機種は日本の南極観測






































蓄電池に予熱ヒーターを巻き、外部から供給する AC100V で予熱してから充電できるようにした。  
 
2007年 2 月、サボニウス型風力発電機４基を備えた発電システムを西オングルに設置し、当初は期待通りのデー
タが得られたが、2 ヵ月後、４基とも風車の羽根が金属疲労で折れ、試験を中止せざるを得なくなった。2008 年、
プロペラ型風車を備えた発電システムを昭和基地に仮設し、動作試験を行った後、9月に西オングルに設置し、４
ヶ月余にわたり試験運用を行った。無線 LAN経由で取得された発電システムの稼動状況データの１例を図２に示す。
試験運用結果は良好であった。 
2008年の試験結果が良好であったため、本発電システムは 3基製作され、2010 年１月、西オングル島の宙空テレ
メータ設備周辺に設置された。この発電システムは１年間の試験運用後、現在の西オングル観測設備の電源（太陽
電池）と置き換え、極夜期のディーゼル発電機による充電オペレーションが不要となるようにしてゆきたい。西オ
ングルで良好な運用実績が得られれば、将来、内陸の無人観測点用電源としての活用が期待される。 
図２ システムの発電状況 
